
　

二
〇
二
〇
年
の
米
国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
大
き
な
混
乱

か
ら
、
本
稿
執
筆
時
（
十
一
月
半
ば
）
に
お
い
て
も
未
だ
勝
者
が
確
定
し
な
い
大
統

領
選
ま
で
、
激
動
の
一
年
と
な
っ
た
。
そ
の
中
の
出
来
事
の
一
つ
に
、
大
阪
な
お
み

選
手
が
テ
ニ
ス
の
全
米
オ
ー
プ
ン
に
て
黒
人
差
別
の
被
害
者
の
名
前
を
入
れ
た
マ
ス

ク
を
着
用
し
て
試
合
に
臨
ん
だ
こ
と
が
大
々
的
に
報
道
さ
れ
、
日
本
人
に
と
っ
て
も

関
心
事
と
な
っ
た
運
動
、「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ヴ
ズ
・
マ
タ
ー
（Black Lives M

atter, 

Ｂ
Ｌ
Ｍ
）」
が
あ
る
。

　

二
〇
二
〇
年
二
月
、
フ
ロ
リ
ダ
州
に
て
黒
人
高
校
生
が
自
警
団
の
男
性
に
不
審
者

と
み
な
さ
れ
射
殺
さ
れ
た
事
件
で
、
犯
人
に
正
当
防
衛
が
認
め
ら
れ
無
罪
に
な
っ

た
。
こ
れ
を
知
っ
た
黒
人
女
性
ア
リ
シ
ア
・
ガ
ル
ザ
氏
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に“Black people, 

I love you. I love us. O
ur lives m

atter, Black lives m
atter”

と
い
う
投
稿
を
行

い
、
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
「#

BlackLivesM
atter

」
と
し
て
拡
大
さ
れ
た
こ
と
が
、
Ｂ
Ｌ

Ｍ
の
始
ま
り
で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
に
は
、
取
締
り
と
い
う
形
で
黒
人
の
命
を
奪
っ

た
白
人
警
官
が
罪
に
問
わ
れ
な
い
事
態
が
既
に
多
発
し
て
い
た
が
、
本
年
五
月
に
は
、

ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ロ
イ
ド
氏
が
ミ
ネ
ソ
タ
州
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
近
郊
で
白
人
警
官
に
首
を

膝
で
押
え
ら
れ
死
亡
す
る
事
件
が
発
生
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
、

ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
か
ら
反
人
種
差
別
デ
モ
が
全
米
へ
拡
大
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
黒
人
差
別
に
対
す
る
権
利
獲
得
の
た
め
の
闘
争
は
、
リ
ン
カ
ー
ン
大
統
領
の

奴
隷
解
放
宣
言
や
、
二
〇
世
紀
半
ば
の
公
民
権
運
動
な
ど
を
通
じ
、
広
く
知
ら
れ
て

い
る
。

　

米
国
は
、
建
国
時
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
多
様
な
地
域
的
起
源
を
持
つ
人
間
か

ら
な
る
国
で
あ
る
。
建
国
時
に
多
数
派
で
あ
っ
た
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
系
の
ほ
か
、

じ
ゃ
が
い
も
飢
饉
以
降
急
増
し
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
、
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
に
伴

い
来
訪
し
た
華
僑
、
開
国
後
に
ハ
ワ
イ
や
東
海
岸
に
や
っ
て
き
た
日
本
人
、
一
九
世

紀
後
半
に
や
っ
て
き
た
「
新
移
民
」
と
呼
ば
れ
る
南
欧
・
東
欧
系
移
民
、
一
九
六
五

年
移
民
法
改
正
に
よ
る
「
国
籍
割
当
制
」
廃
止
に
伴
い
増
加
し
た
中
南
米
諸
国
か
ら

の
移
民
、
紛
争
か
ら
逃
れ
た
難
民
な
ど
、
そ
の
構
成
は
他
に
類
を
見
な
い
ほ
ど
多
様

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
大
規
模
農
業
の
労
働
力
と
し
て
連
れ
て
こ
ら
れ
た

奴
隷
を
主
た
る
ル
ー
ツ
と
す
る
黒
人
、
先
住
民
た
る
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

注
意
す
べ
き
は
、
一
九
世
紀
末
以
降
の
黄
禍
論
に
伴
い「
帰
化
不
能
移
民
」と
し
て

迫
害
を
受
け
た
中
国
人
や
日
本
人
に
加
え
、
白
い
肌
を
持
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
旧
移

民
文
化
や
低
賃
金
労
働
の
機
会
を
脅
か
す
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
迫
害
の
対
象
と
な
っ

た
新
移
民
の
よ
う
に
、
米
国
史
に
お
け
る
「
人
種
」
問
題
と
は
、
単
純
な
「
白
人
／

黒
人
」
の
二
項
対
立
と
し
て
考
察
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
本
稿
で

は
、
こ
の
よ
う
に
複
雑
な
諸
相
を
見
せ
る
米
国
の
「
人
種
」
問
題
に
つ
い
て
知
る
事

ア
メ
リ
カ
の
人
種
問
題
を
考
え
る
た
め
の
五
冊

�

奥
田 

俊
介
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テーマ書評

の
で
き
る
文
献
を
、
比
較
的
手
に
入
り
や
す
い
と
思
わ
れ
る
も
の
を
中
心
に
五
冊
紹

介
す
る
。
元
よ
り
、
米
国
に
存
在
す
る
全
て
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
言
及
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
そ
の
意
味
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
包
括
的
な
研
究
書
に
加
え
、

大
き
く
扱
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
「
黒
人
」「
白
人
」「
中
南
米
か
ら
の
移
民
」
に
関
す

る
書
籍
を
紹
介
し
、
日
本
と
も
関
係
の
深
い
「
日
系
人
」
に
つ
い
て
の
文
献
も
紹
介

し
た
い
。

① 

川
島
正
樹
編

　

 

『
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
と
「
人
種
」』

�

名
古
屋
大
学
出
版
会
（
二
〇
〇
五
）

　

米
国
が
当
初
よ
り
様
々
な
地
域
を
ル
ー
ツ
と
す
る
人
間
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
て
き

た
の
は
冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
黒
人
差
別
に
代
表
さ
れ
る
「
人
種
差
別
」

と
は
、
そ
も
そ
も
建
国
当
初
か
ら
存
在
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
い
ず
れ
か
の
時

点
で
生
ま
れ
た
と
し
て
、
生
得
的
な
差
は
存
在
し
な
い
と
証
明
さ
れ
た
現
在
で
も
、

な
ぜ
人
種
差
別
は
存
在
し
続
け
る
の
か
。

　

本
書
は
、
こ
の
よ
う
な
疑
問
か
ら
、「『
自
由
』
や
『
民
主
主
義
』
と
『
普
遍
的
価

値
』
を
追
求
し
実
現
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
『
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
』
が
、『
人
種
』

が
象
徴
す
る
あ
る
種
の
不
平
等
正
当
化
論
を
『
例
外
』
と
し
て
き
た
と
い
う
よ
り
も
、

む
し
ろ
当
初
か
ら
不
可
分
の
も
の
と
し
て
発
展
し
…
…
『
人
種
』
概
念
は
よ
り
い
っ

そ
う
『
普
遍
』
の
装
い
を
凝
ら
し
な
が
ら
再
定
義
さ
れ
続
け
、
そ
れ
が
今
や
グ
ロ
ー

バ
ル
化
し
つ
つ
あ
る
段
階
に
到
達
し
て
い
る
」 

と
い
う
仮
説
を
提
示
す
る
。
ア
メ
リ

カ
史
の
理
解
の
み
な
ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
（≒

ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
拡
大
）
と
共

に
進
展
す
る
世
界
各
地
で
の
分
断
を
も
同
時
に
視
野
に
入
れ
、
対
処
法
を
模
索
す
る

と
い
う
野
心
的
な
意
図
か
ら
な
さ
れ
た
研
究
の
集
成
で
あ
る
。

　

第
一
部
で
は
、黒
人
や
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
、中
国
人
及
び
新
移
民
等
が
米
国

で
い
か
に
「
人
種
」
化
さ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
迫
害
さ
れ
て
き
た
か
、
そ
の
政
治

的
背
景
を
通
史
的
な
観
点
か
ら
考
察
し
て
い
る
。
第
二
部
で
は
、
現
代
の
米
国
社
会

に
お
い
て
「
人
種
」
と
関
わ
り
の
深
い
問
題
で
あ
る
住
居
や
教
育
、
結
婚
、
ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
現
状
考
察
が
な
さ
れ
た
の
ち
、
な
ぜ
米
国
に
は
差
別
を
是
正
す
る
動
き

に
対
す
る
反
動
が
発
生
す
る
の
か
、
二
一
世
紀
の
米
国
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
と
い

う
考
察
が
、
米
国
内
政
治
の
視
点
、
及
び
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
を
廃
止
し
た
南
ア
フ
リ

カ
と
の
比
較
を
通
じ
て
な
さ
れ
て
い
く
。

　

二
〇
〇
五
年
に
出
版
さ
れ
た
本
で
あ
る
た
め
、
二
〇
一
四
年
以
降
の
黒
人
殺
害
事

件
や
Ｂ
Ｌ
Ｍ
に
関
す
る
言
及
は
存
在
し
な
い
が
、
米
国
に
存
在
す
る
「
人
種
」
を
巡

る
現
代
の
諸
問
題
を
考
察
す
る
た
め
の
視
野
を
涵
養
す
る
に
は
、
本
書
は
う
っ
て
つ

け
の
一
冊
で
あ
ろ
う
。
各
章
の
内
容
は
非
常
に
濃
く
、
通
読
す
る
に
は
相
当
の
時
間

が
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
見
合
う
深
い
史
的
理
解
が
得
ら
れ
る
こ
と
を

保
証
し
た
い
。

② 

タ
ナ
ハ
シ
・
コ
ー
ツ
著
、
池
田
年
穂
訳

　

 

『
世
界
と
僕
の
あ
い
だ
に
』

�

慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
（
二
〇
一
七
） 

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
下
に
お
い
て
も
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
な
Ｂ
Ｌ
Ｍ
に
関
す
る
街

頭
で
の
活
動
は
続
け
ら
れ
て
い
る
。
米
国
史
上
に
お
い
て
最
多
の
死
者
を
出
し
た
南
北

戦
争
を
筆
頭
に
、
黒
人
を
取
り
巻
く
諸
問
題
は
、
建
国
以
降
常
に
重
要
な
政
治
フ
ァ

ク
タ
ー
と
し
て
存
在
し
続
け
て
き
た
。
し
か
し
、
公
民
権
法
及
び
投
票
権
法
を
通
し

黒
人
が
政
治
的
権
利
を
回
復
し
た
今
で
も
、
フ
ロ
イ
ド
氏
の
よ
う
に
路
上
で
な
す
す

べ
な
く
命
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
た
な
い
。
現
代
の
米
国
に
お
け
る

「
黒
人
」
の
立
ち
位
置
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

本
書
は
、Ta-N

ehisi C
oates

に
よ
るBetw

een the W
orld and M

e

（Spiegel &
 

G
rau, 2015

）
の
翻
訳
で
あ
る
。
タ
ナ
ハ
シ
は
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
で
生
ま
れ
た
。
本
書
は
、
ま

も
な
く
一
五
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
息
子
に
対
す
る
手
紙
と
い
う
形
で
書
か
れ
た
タ

ナ
ハ
シ
の
自
伝
的
な
作
品
で
あ
る
。
現
在
で
も
全
米
有
数
の
犯
罪
多
発
地
帯
で
あ
る

ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
だ
け
で
な
く
、
米
国
そ
の
も
の
に
お
い
て
「
黒
人
」
と
し
て
生
き
る

こ
と
が
如
何
な
る
意
味
を
持
っ
た
か
を
、「
肉
体
の
運
命
」
と
い
う
言
葉
を
キ
ー
ワ
ー

ⅰ

ⅱ
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ド
に
、
生
々
し
く
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

本
書
で
は
、黒
人
が
米
国
に
お
い
て
い
か
に
た
や
す
く
肉
体
を
破
壊
さ
れ
る
可
能
性

が
存
在
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
子
供
時
代
の
ス
ト
リ
ー
ト
で
の
銃
と
の
邂
逅

に
よ
る
「
死
」
の
恐
怖
の
体
験
や
、
大
学
時
代
の
恋
人
の
兄
が
警
察
に
殺
さ
れ
、
警

官
が
無
罪
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
の
直
前
に
タ
ナ
ハ
シ
自
身
も
警
察
に
理
由
も
説
明
さ

れ
ず
車
を
停
車
さ
せ
ら
れ
た
経
験
を
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
と
共
に
語
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
よ
う
な
黒
人
の
肉
体
の
破
壊
は
、
奴
隷
制
を
維
持
す
る
た
め
に
奴
隷
に
対

し
て
な
さ
れ
た
峻
烈
な
暴
力
行
為
か
ら
続
く
米
国
の
「
遺
産
」
だ
と
し
、
タ
ナ
ハ
シ

自
身
も
そ
の
「
構
造
」
を
理
解
す
る
よ
う
父
親
か
ら
暴
力
に
よ
り
「
教
育
」
さ
れ
た

こ
と
を
回
想
す
る
。
こ
こ
に
は
、
川
島
の
前
掲
著
で
仮
定
さ
れ
た
「
ア
メ
リ
カ
に
埋

め
込
ま
れ
た
『
人
種
差
別
』」
と
も
共
通
す
る
要
素
が
見
え
る
。
タ
ナ
ハ
シ
は
、
米
国

人
が
「
人
種
」
が
自
然
に
存
在
す
る
と
信
じ
、
米
国
の
人
種
主
義
と
は
自
ら
を
「
白

人
」
と
信
じ
る
よ
う
育
て
ら
れ
た
人
間
が
作
り
出
し
た
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
問
題
で
、

新
し
い
考
え
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
白
人
が
白
人
で
あ
る
こ
と
を
自
認
す
る
た
め
に

は
、
黒
人
等
の
迫
害
、
す
な
わ
ち
「
略
奪
」
が
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
っ
た
と
主
張
さ

れ
る
。

　

二
〇
一
四
年
や
二
〇
二
〇
年
に
複
数
発
生
し
た
警
官
に
よ
る
黒
人
殺
害
事
件
が
、

決
し
て
一
過
性
の
も
の
で
は
な
く
、
黒
人
の
身
体
の
危
機
は
米
国
の
ど
こ
に
で
も
い

つ
で
も
存
在
す
る
こ
と
が
、
本
書
を
通
し
て
ま
ざ
ま
ざ
と
示
さ
れ
る
。
史
的
・
政
治

的
背
景
を
緻
密
に
研
究
し
た
前
掲
著
と
本
著
を
合
わ
せ
て
読
む
こ
と
で
、
米
国
に
根

付
く
黒
人
差
別
の
「
構
造
」
に
つ
い
て
、
よ
り
重
層
的
な
理
解
が
可
能
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

③ 

渡
辺
靖
著

　

 

『
白
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
―
ア
メ
リ
カ
を
揺
る
が
す
「
文
化
的
反
動
」』

�

中
公
新
書
（
二
〇
二
〇
）

　

米
国
の
黒
人
差
別
問
題
に
つ
い
て
知
る
一
方
で
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
特
に
二
〇
一

六
年
に
吹
き
荒
れ
た
ト
ラ
ン
プ
旋
風
の
内
実
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
二
〇

一
七
年
に
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ツ
ヴ
ィ
ル
で
起
こ
っ
た
白
人
至
上
主
義
団

体
に
よ
る
集
会
及
び
反
対
派
に
対
す
る
車
突
入
事
件
、
そ
し
て
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が

「
双
方
に
責
任
が
あ
る
」
と
述
べ
た
背
景
を
理
解
す
る
に
は
、
米
国
で
多
数
を
占
め
る

白
人
の
中
で
も
、
特
に
反
移
民
や
反
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等
を
唱
え
、
中
に
は
悪
名
高
い
ク
ー
・

ク
ラ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ
ン
の
流
れ
を
汲
む
団
体
も
含
む
「
白
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
」
た

ち
の
主
義
主
張
を
知
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

本
書
は
、『
ア
メ
リ
カ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
や
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
逆
説
』
等
で
現
代
の
保
守
／
リ
ベ
ラ
ル
、
富
裕
層
／
貧
困
層
の
間
で
分
裂
す
る
米

国
社
会
の
実
態
を
描
い
て
き
た
慶
應
義
塾
大
学
教
授
の
著
者
が
、
リ
ベ
ラ
ル
な
国
際

秩
序
・
社
会
体
制
を
批
判
し
、
米
国
第
一
主
義
及
び
共
同
体
主
義
の
重
要
性
を
説
く

白
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
た
ち
の
実
態
を
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
集
会
へ
の
参
加
、
雑
誌

等
の
分
析
な
ど
を
通
し
て
炙
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
二
大
政
党
へ
の
批

判
は
共
通
す
る
も
の
の
、「
自
由
市
場
・
最
小
国
家
・
社
会
的
寛
容
を
重
ん
じ
る
」
と

い
う
点
に
お
い
て
白
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
た
ち
と
大
き
く
異
な
る
米
国
の
リ
バ
タ
リ

ア
ン
た
ち
を
描
い
た
『
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
』
の
姉
妹
編
と
し
て
本
書
を
位
置
づ
け

て
い
る
。
米
国
に
お
け
る
従
来
型
の
「
保
守
／
リ
ベ
ラ
ル
」
と
い
う
対
立
軸
で
は
も

は
や
米
国
政
治
の
情
勢
を
測
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
う
著
者
の
問
題
意
識

が
現
れ
て
い
る
。

　

著
者
は
、
白
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
を
広
く
「
人
種
的
、
民
族
的
多
数
派
に

よ
る
文
化
的
反
動
」
の
一
例
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
そ
し
て
、
新
興
極
右
勢
力
「
オ

ル
ト
ラ
イ
ト
」
や
そ
の
思
想
的
源
流
の
一
人
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
デ
ュ
ー
ク
、
白
人
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
歴
史
的
経
緯
及
び
こ
れ
を
巡
る
論
争
、
そ
し
て
海
外
の
極
右
勢
力

と
の
関
係
等
に
つ
い
て
、
順
に
考
察
が
な
さ
れ
て
い
く
。
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る

一
つ
の
米
国
の
在
り
様
が
、
他
の
集
団
を
敵
視
し
、
自
集
団
の
利
益
の
み
を
守
る
こ

と
を
意
図
し
、
専
門
家
の
知
見
や
手
続
き
を
無
視
す
る
こ
と
で
力
を
誇
示
す
る
よ
う

な
「
強
い
指
導
者
」
を
求
め
る
「
政
治
的
部
族
主
義
（
ト
ラ
イ
バ
リ
ズ
ム
）」
で
あ
っ

た
。
白
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
た
ち
が
ト
ラ
ン
プ
に
親
和
的
な
姿
勢
を
示
し
が
ち
な
の

は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
や
人
権
・
平
等
・
多
文
化
主
義
等
を
志
向
す
る
リ
ベ
ラ
ル
国

際
主
義
と
い
う
、「
白
人
国
家
」
と
彼
ら
が
見
な
す
米
国
の
あ
り
方
を
脅
か
す
こ
れ
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ら
の
動
き
を
、
ト
ラ
ン
プ
が
否
定
し
た
か
ら
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味

で
、
白
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
た
ち
の
動
き
も
、
ト
ラ
イ
バ
リ
ズ
ム
の
一
例
に
過
ぎ
な

い
と
筆
者
は
指
摘
す
る
。

　

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ツ
ヴ
ィ
ル
の
テ
ロ
に
関
す
る
報
道
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
テ
レ
ビ
報

道
等
で
見
る
彼
ら
か
ら
は
「
マ
ッ
チ
ョ
」
な
印
象
を
受
け
が
ち
で
あ
る
。
実
際
、
そ

の
よ
う
な
集
団
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
で
登
場
す
る
人
た
ち
は
む
し
ろ
知
的

で
、
瀟
洒
な
印
象
を
持
つ
人
間
も
少
な
く
な
く
、
そ
の
こ
と
に
ま
ず
読
者
は
驚
く
で

あ
ろ
う
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
「
ヘ
イ
ト
団
体
」
の
認
定
を
受
け
、
ア
カ
ウ
ン
ト
を
凍
結
さ

れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
彼
ら
の
実
態
を
、
生
の
声
を
通
し
て
知
る
事
の
出
来
る
本

書
は
、
今
後
の
米
政
局
を
観
察
す
る
中
で
、
米
保
守
の
思
想
史
を
詳
述
し
た
井
上
弘

貴
『
ア
メ
リ
カ
保
守
主
義
の
思
想
史
』
と
併
せ
て
、
必
読
書
に
な
る
に
違
い
な
い
。

④ 

田
中
研
之
輔
著

　

 

『
ル
ポ　

不
法
移
民
―
ア
メ
リ
カ
国
境
を
越
え
た
男
た
ち
』

�

岩
波
新
書
（
二
〇
一
七
）

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
が
誕
生
し
た
際
に
注
目
さ
れ
た
発
言
と
し
て
、「
不
法
移
民
（
非
合

法
移
民
）」
の
流
入
を
止
め
る
た
め
、
メ
キ
シ
コ
国
境
に
壁
を
建
設
す
る
と
い
う
も
の

が
あ
っ
た
。
米
国
で
は
、
将
来
白
人
の
人
口
比
が
五
割
を
切
り
、
相
対
的
な
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
に
な
る
時
代
が
来
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
が
、
二
番
目
に
大
き
な
存
在
と
し

て
現
れ
る
の
が
、
中
南
米
系
の
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
で
あ
る
。
正
規
移
民
も
多
い
一
方
で
、

違
法
に
国
境
を
超
え
、
労
働
を
行
お
う
と
す
る
不
法
移
民
た
ち
の
存
在
は
、
特
に
メ

キ
シ
コ
国
境
が
近
い
米
南
部
で
近
年
大
き
な
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
本
書
は
、
著

者
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
で
研
究
員
を
務
め
て
い
た
二
〇
〇
六
年

か
ら
二
〇
〇
八
年
に
か
け
て
、
中
南
米
諸
国
か
ら
違
法
に
国
境
を
越
え
て
き
た
不
法

移
民
た
ち
と
共
に
、
彼
ら
が
日
雇
い
労
働
の
口
を
求
め
毎
日
集
ま
る
ハ
ー
ス
ト
通
り

に
て
仕
事
待
ち
を
行
っ
た
様
子
を
描
い
た
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
。

　

著
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
社
会
学
者
で
、
当
時
バ
ー
ク
レ
ー
校
で
教
鞭
を
と
っ
て

い
た
ロ
イ
ッ
ク
・
ヴ
ァ
カ
ン
の
影
響
を
受
け
、「
身
体
の
／
で
変
化
を
捉
え
、
自
身
の

ま
な
ざ
し
を
と
お
し
て
社
会
の
構
造
に
迫
る
」「
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」
の
理
論
を
学

ぶ
べ
く
同
校
に
留
学
し
た
が
、
そ
の
中
で
偶
然
出
会
っ
た
の
が
、
彼
ら
不
法
移
民
で

あ
っ
た
。
著
者
は
、
数
日
間
の
観
察
の
後
、
彼
ら
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
る
フ
ェ

ル
ナ
ン
ド
と
の
関
係
を
築
く
こ
と
に
成
功
し
、
そ
れ
か
ら
二
年
間
、
彼
ら
と
共
に
仕

事
待
ち
を
行
い
な
が
ら
、
不
法
移
民
た
ち
の
生
活
の
実
態
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
構
造

に
斬
り
こ
ん
で
い
く
。

　

本
書
に
登
場
す
る
、
様
々
な
理
由
で
米
国
に
や
っ
て
き
た
不
法
移
民
た
ち
は
、
決

し
て
自
分
た
ち
を
安
売
り
せ
ず
、
仕
事
の
誘
い
を
断
る
こ
と
も
多
い
。
だ
が
、
そ
れ

は
富
裕
層
が
彼
ら
を
安
く
使
役
し
よ
う
と
す
る
現
実
の
裏
返
し
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

ま
た
、
彼
ら
に
は
法
の
庇
護
が
無
く
、
た
と
え
暴
行
を
受
け
て
も
、
警
察
等
に
助
け

を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
タ
ナ
ハ
シ
の
著
書
に
あ
る
よ
う
に
、
警
察

自
身
も
彼
ら
の
敵
と
し
て
現
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
彼
ら
は
仕
事
待
ち
を
す
る
の
だ
が
、
稼
ぎ
は
安
定
せ
ず
、

本
国
へ
の
仕
送
り
ど
こ
ろ
か
、
ホ
ー
ム
レ
ス
同
然
の
生
活
を
し
た
り
、
ド
ラ
ッ
グ
に

手
を
染
め
た
り
、
中
に
は
国
外
追
放
さ
れ
る
も
の
も
出
現
す
る
。
し
か
し
、
母
国
の

情
勢
や
家
族
と
の
関
係
、
低
賃
金
等
様
々
な
理
由
か
ら
、
彼
ら
は
再
び
米
国
に
帰
る

こ
と
を
選
択
す
る
の
で
あ
る
。

　

二
〇
一
五
年
に
筆
者
が
再
び
通
り
を
訪
れ
た
際
、
仕
事
待
ち
の
人
間
は
激
減
し
て

い
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
、
他
の
場
所
に
移
動
し
た
人
間
が
多
い
だ
け
で
あ
る
と
い

う
。
そ
し
て
、
米
国
は
貧
困
に
な
り
、
仕
事
が
減
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
我
々
は
母
国

に
帰
る
こ
と
は
な
い
、
と
述
べ
る
。
少
し
昔
の
ル
ポ
で
は
あ
る
が
、
不
法
移
民
た
ち

の
切
実
な
現
状
、
米
国
社
会
の
断
絶
や
絶
対
的
な
貧
富
の
格
差
を
、
生
々
し
く
描
か

れ
る
彼
ら
の
言
動
か
ら
直
接
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

⑤ 
日
本
移
民
学
会
編

　

 

『
日
本
人
と
海
外
移
住
』

�

明
石
書
店
（
二
〇
一
八
）

　

最
後
に
扱
う
の
は
、
日
本
か
ら
の
移
民
で
あ
る
。
近
代
日
本
の
海
外
へ
の
集
団
移
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住
の
先
駆
け
は
、
一
八
六
八
年
、
ハ
ワ
イ
政
府
の
リ
ク
ル
ー
タ
ー
で
あ
っ
た
ヴ
ァ
ン
・

リ
ー
ド
が
集
め
た
一
五
〇
人
の
「
元
年
者
」
た
ち
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
移
民
は

明
治
政
府
が
正
式
に
認
め
た
も
の
で
は
な
く
（
徳
川
幕
府
の
渡
航
許
可
は
あ
っ
た
）、

「
無
許
可
」
で
連
れ
出
さ
れ
た
と
見
な
し
た
政
府
が
翌
年
に
使
節
を
ハ
ワ
イ
に
派
遣

し
、
一
部
が
帰
国
、
一
部
が
米
国
本
土
に
移
住
、
そ
し
て
残
り
五
十
名
以
上
が
ハ
ワ

イ
に
残
存
し
た
と
い
わ
れ
る
。

　

そ
の
後
、
ハ
ワ
イ
政
府
の
要
請
に
応
じ
た
明
治
政
府
と
の
協
定
に
よ
る
「
官
約
移

民
」
が
、
一
八
八
五
年
か
ら
九
四
年
ま
で
続
き
、
終
了
後
は
、
民
間
の
移
民
会
社
が

移
民
を
取
り
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
、「
自
由
移
民
」
と
し
て
、
ハ
ワ
イ
（
九

八
年
に
米
国
に
併
合
）、
そ
し
て
カ
ナ
ダ
や
ア
メ
リ
カ
本
土
、
ペ
ル
ー
な
ど
へ
と
送
り

出
さ
れ
、
定
住
し
、
彼
ら
の
子
孫
が
い
わ
ゆ
る
「
日
系
人
」
と
し
て
世
界
各
地
で
暮

ら
し
て
い
る
。

　

本
書
は
、
日
本
移
民
学
会
が
二
〇
一
四
年
か
ら
一
六
年
に
か
け
て
実
施
し
た
公
開

講
座
「
日
本
人
と
海
外
移
住
」
の
内
容
が
書
籍
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容

は
多
岐
に
渡
り
、「
移
民
」
を
研
究
す
る
こ
と
の
意
義
や
方
法
論
、
活
用
法
に
つ
い
て

の
議
論
の
後
、
ハ
ワ
イ
や
米
国
本
土
、
カ
ナ
ダ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
中
南
米
、
満
州
、
東

南
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
在
日
ブ
ラ
ジ
ル
人
及
び
在
日
コ
リ
ア
ン
と
い
う
「
日
本
に
対
す

る
移
民
」
が
個
別
に
扱
わ
れ
る
。
日
本
人
の
各
国
へ
の
移
民
開
始
に
関
す
る
歴
史
的

経
緯
か
ら
、
各
国
の
日
系
人
社
会
の
成
り
立
ち
と
位
置
づ
け
に
つ
い
て
ま
で
が
、
多

様
な
デ
ー
タ
お
よ
び
画
像
、
豊
富
な
コ
ラ
ム
と
共
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
日
本
を
取

り
巻
く
「
移
民
」
と
い
う
現
象
を
知
る
上
で
、
非
常
に
有
用
な
書
物
で
あ
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

　

で
は
、
本
書
評
の
テ
ー
マ
「
米
国
の
人
種
問
題
」
と
は
若
干
異
な
る
主
題
を
持
つ

本
書
を
な
ぜ
選
択
し
た
か
。
そ
れ
は
、
本
学
が
所
在
す
る
名
古
屋
周
辺
に
は
、
在
日

ブ
ラ
ジ
ル
人
が
多
数
居
住
し
て
お
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
料
理
屋
な
ど
も
多
数
存
在
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
一
見
す
る
と
、
特
に
問
題
な
く
日
本
で
暮
ら
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
だ
が
、
バ
ブ
ル
花
盛
り
の
一
九
八
〇
年
代
以
降
非
熟
練
労
働
者
と
し

て
多
数
誘
致
さ
れ
た
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
移
民
た
ち
は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
、

日
本
政
府
に
よ
っ
て
金
銭
的
な
見
返
り
を
餌
に
帰
国
を
促
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
文

化
的
な
違
い
か
ら
、
近
隣
住
民
と
の
文
化
的
摩
擦
も
起
こ
っ
て
お
り
、
必
ず
し
も
平

穏
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
書
を
き
っ
か
け
に
、
ま
ず
は
我
々
の

身
近
に
住
む
移
民
た
ち
を
知
り
、
そ
の
後
改
め
て
米
国
、
そ
し
て
各
地
の
人
種
問
題

に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

ⅰ 

川
島
正
樹
編
『
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
と
「
人
種
」』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
、
ⅰ
頁
。

ⅱ 

例
え
ば
、
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
大
学
院
在
学
中
の
学
生
に
よ
る
以
下
の
よ
う
な
現
地
レ
ポ
ー
ト
が
あ
る
。

吉
田
晋
也
「
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
の
日
本
人
院
生
が
見
た
『
フ
ロ
イ
ド
事
件
』
と
そ
の
後
の
風
景
」
現

代
ビ
ジ
ネ
ス
、
二
〇
二
〇
年
八
月
二
八
日
、https://gendai.ism

edia.jp/articles/-/75114

（
二
〇
二
〇
年
一
一
月
三
〇
日
ア
ク
セ
ス
）。
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